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平成 28 年 6 月 18 日に行われた特定非営利活動法人

全国 LD 親の会の総会で、平成 27 年度の事業報告及び

決算報告、平成28年度の役員選任が承認されました。 

平成 27 年度から助成金に頼らず自主財源での運営を

行うことになりましたが、評議員会の回数の削減やブロック

会議の旅費の削減などを行った結果、全国 LD 親の会の

事業の継続の目途はつきました。しかし、会議を削減する

等の手法は、長期的に見て全国LD親の会の全体の活力

を低下させる危険性があるので、今後、自主財源を増や

すため、全国LD親の会の会員数を増やす等の活動が重

要だと思います。 

さて、総会でも話題としましたが、発達障害のある人を

取り巻く環境は着実に進んできています。 

「障害者差別解消法」が平成28年4月1日に施行され、

「差別的取扱いの禁止」と「合理的配慮不提供の禁止」が

うたわれました。この中で、「合理的配慮」は具体的に配

慮してもらいたいことを「個別」に依頼して相互に了解する

必要があります。何もしないで自動的に受けられるもので

はないことに、注意してください。 

また、「改正発達障害者支援法」が平成 28年 6月 3日

に公布されました。超党派の国会議員で構成される「発達 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害の支援を考える議員連盟」が専門家や親の会等の意

見を取り入れた法案を提出し成立したものです。 

改正法には、目的に「切れ目ない支援」「基本的人権を

享有する個人としての尊厳にふさわしい生活を営むこと」

がはいり、障害者の定義を「『社会的障壁』により生活に制

限を受けるもの」と明記し、基本理念に発達障害の支援は

「他の人々と共生することを妨げられない」「『社会的障壁』

の除去に資する」「個々の発達障害者の障害の状態及び

生活の実態に応じて行う」と明記されました。未だ、発達

障害はみんな同じと思っている人が多いことに対しても、

「個々の」「障害の状態に応じ」という言葉を各所で追記し

ています。発達障害者の家族の支援についても、相談・

助言だけでなく、「発達障害者の家族が互いに支え合うた

めの活動の支援」という言葉が入りました。 

このように改正には親の意見が大きく取り入れられまし

たが、この改正法がどれだけ活用されるかも、やはり私た

ちのこれからの活動にかかっています。多くの人に法律

の趣旨を知ってもらうために、いろいろな場面でこの法律

の趣旨（共生する社会の実現）について話をしていきまし

ょう。私たちの行動で子どもたちの未来が広がります。 

 

特定非営利活動法人全国ＬＤ親の会役員 

理事長  ：東條裕志 

副理事長 ：井上育世、多久島睦美 

理事    ：梅野真澄 

評議員  ：上中雅史、大島善江、小川るみ子、小倉広光

梶山幸子、斗内沢邦男、水越由起恵 
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特定非営利活動法人全国LD親の会 第 9回総会報告 

日時：平成28年 6月 18日（土） 13：00-14：20 

場所：国立オリンピック記念青少年総合センター、センター棟 研修室401号 

総数46加盟団体中、代表者出席27団体、委任状提出18団体の計45団体の参加の中、第１号議案～第3号

議案のすべての議案が満場一致をもって異議なく承認されました。 

【審議事項】  第 1号議案 平成27年度事業報告 

     第 2号議案 平成27年度決算報告および監査報告 

     第 3号議案 平成28年度役員選任 

ご挨拶～法律改正の活用～ 

ＮＰＯ法人全国ＬＤ親の会 

      理事長 東條 裕志 

http://www.jpald.net/
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 研修会報告 

日 時：2016年 6月 18日（土） 15：00～16：40 

会 場：国立オリンピック記念青少年総合センター  

センター棟 401研修室 

テーマ：「障害者の就労環境調整の視点について」 

講 師：三宅 琢 氏  

（東京大学先端科学技術研究センター 人間支援

工学 特任研究員・株式会社 Studio Gift Hands 

代表取締役・眼科医・産業医） 

参加者： 70 名 

講師の三宅先生は眼科医・産業医として、視覚障害が

ある方へのテクノロジーを使ったケアや就労環境の改善

に取り組まれています。先生のご講演は「失明した方を医

学の力では治すことはできないが、スマホを使えば（点字

を学ばなくても）本が読めるようになる。支援のスピード感

が本人の意欲に繋がる。」というお話から始まりました。 

「障害があっても『彼らにしかできないこと』がある。彼ら

の強みを生かせば、障害を価値に変えることができる（特

性を生かす

＝バリアバ

リューという

価値観）。」 

「障害は個

人の中にあ

るのではな

く、環境の

中にある。

環境を調整すれば、ずっと働きやすくなる。例えば、障害

のある人が分かりやすい指示書を作れば、職場の全員が

間違えなくなる。障害のある人を“普通のやり方”に合うよ

う治すのではなく、環境を工夫していくことが大切。障害

のある人から学び、一般化すれば、すべての人のメンタル

ケアに有効。」 

「何ができたら、うまく行くのか？苦なくできることは何

か？ニーズを突きつめ、彼らの強み・困難さを可視化し、

本人の気づきを促していく。」「やらせるのではなく、やりた

いことを見つけてあげて。本人が『これならできるかも！』

と思える、可能性の情報（光）を示して下さい。」との言葉

が、親としてたいへん心に響きました。      

 (多久島) 

    

東大先端研のプロジェクトのご紹介 

AccessReading(アクセス・リーディング) 

  http://accessreading.org/ 

教科書等のデータを読みに困難がある人向けに無償

提供しています。 

 

 

2016年6月18日（土）オリンピック記念青少年総合セン

ターへ全国各地より23名の参加者が集合し、青年の交流

会がスタートしました。まず、ボランティアの山中さん・横山

さんのリードで、アイスブレイクの室内ゲーム①誕生日で

並ぼう ②自己紹介ビンゴを行いました。みんながリラック

スしたところで、今回の目的地である上野の国立科学博

物館へ移動。 

 国立科学博物館は昨年の秋に完全リニューアルが終わ

り、地球の生命の始まりから宇宙まで様々な展示があり、

遊び・学べる場所です。実物大のティラノサウルスとトリケ

ラトプス、恐竜界の 2 大スターが向かい合う迫力ある展示

を観たり、地球における様々な進化について科博ボラン

ティアの説明で学んだりしました。昆虫・哺乳類等の標本

やはく製、物理的な展示など興味深いものが多く、あっと

いう間に閉館時間の 5時になってしまいました。 

 その後、大崎で行った懇親会では、食べ放題のおいし

いビュッフェを楽しみながら、科博の話や生活の話をして

8時半に解散しました。つかの間の出会いでしたが、また

の日を約束してそれぞれの家路をたどりました。（粟野） 

 

 

 

18 日（土）の総会・研修会後に、国立オリンピック記念

青少年総合センター内で懇親会が開かれました。 

 会場となったレストランさくらは、新宿副都心が一望でき

る眺めのいい 9 階にあり、まだ夕陽の残る明るさの中、東

條理事長あいさつと総会の無事終了を祝した乾杯の後、

46 名の全国各地から集った仲間同士、お料理やドリンク

を頂きながら親睦を深めました。間断なくワイワイガヤガヤ

とにぎやかに盛り上がり、あっという間に終了時間が来た

ように感じられた楽しい懇親会でした。 

 途中、南は九州から北は北海道まで、順に全国各地の

参加者による各会紹介・あいさつがありました。地域の状

況もさまざま、参加メンバーもさまざまに、それぞれの個性

あふれる会の活動や雰囲気が感じられました。現状やこ

れからについての模索や迷いもありつつ、でも、会のこと

を大事に思って前に進もうとしているのだなあと、それぞ

れの想いや熱意を感じるスピーチでした。 

 各地域で活動している親の会では、共通の課題ばかり

でなく個別の課題もあり、さまざまな苦労や悩みもつきも

のです。こうした交流の場で各会、親同士、仲間同士の関

わりあいを通して、お互いに日頃の活動をねぎらったり、

気持ちをリフレッシュしたりと、仲間から力をもらう機会とな

っていることは間違いありません。  

来年も元気でお会いしましょう！             (大島) 

青年の交流会報告 

懇親会報告 
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日 時：2016年 6月 19日（日） 9：40～16：30 

会 場：国立オリンピック記念青少年総合センター  

センター棟 311室 

参加人数： 145名(一般37名、保護者・その他 108名) 

発達障害のある人が継続して働き、安定して生活して

いくために必要なことは何か、職場における合理的配慮

をどう構築していけばよいのか。今回のフォーラムでは、

発達障害者の就労および就労定着における課題を考え

るため、発達障害者の雇用を支援されている機関や発達

障害者を雇用されている方々に登壇をお願いしました。 

 

【基調講演】「発達障害者の就労と就労継続の課題 

       …働いて自立する生活を実現するために…」 

望月 葉子氏（独立行政法人高齢・障害・求職者 

雇用支援機構 障害者職業総合センター特別研究員） 

 障害を

開示して

一般扱い

で就職し

た場合、

開 示 せ

ずに一般

扱いで就

職した場

合、障害

者雇用で就職した場合の事例を通して就職に対する考え

方、事業所の支援内容とその結果を具体的にご紹介いた

だきました。若年者就職基礎能力支援事業（YES-プログ

ラム）で示された「企業が若者に求める就職基礎能力」を

もとに障害を開示して理解と配慮を求めるべきかを判断

する考え方は非常に分かりやすく納得できる内容でした。 

 

【行政解説】「発達障害のある方に対する就労支援策と 

合理的配慮」 

 田中 歩氏（厚生労働省職業安定局雇用開発部 

障害者雇用対策課地域就労支援室室長） 

 障害者雇用の現状として民間企業の障害者雇用が進ん

でいることを、雇用者数の推移や企業規模別の雇用率な

どの数値をもとに解説いただきました。発達障害のある人

に対する就労支援策のひとつである若年コミュニケーショ

ン能力要支援者就職プログラムは、平成25年度から全都

道府県で利用できるようになり、年々利用者が増えている

そうです。改正障害者雇用促進法では障害者差別禁止

指針と合理的配慮指針を策定し、Q&A と事例集が作成さ

れました。事例は「障害者雇用事例リファレンスサービス」

（http://www.ref.jeed.or.jp）で業種、障害別に参照できま

す。 

 

【パネルディスカッション】 

「発達障害者が安定して働くために必要なこと」 

モデレーター 松為 信雄氏（文京学院大学） 

シンポジスト  伏見 明氏（東京都教育庁指導部 

特別支援教育指導課長） 

井口 修一氏（独立行政法人高齢・ 

障害・求職者雇用支援機構東京支部 

東京障害者職業センター所長） 

堀江 美里氏（NPO法人WEL’S  

新木場 障害者就業・生活支援 

センター所長） 

川地 政明氏（コマツ 人事部ビジネス 

クリエーションセンタ主幹） 

 シンポジストの方々に話題提供をいただいたのち、参加

者からの質問にお答えいただきました。 

Q: 学校から企業に情報を伝えることによる影響を懸念し

て、親が拒否することがあるのではないか。企業側では必

要な情報をどのように引き出すのか。 

A: 障害者雇用枠で就職するかどうかで大きく異なる。就

職先への申し送りを親に伝えても、親からは言い出しにく

いのが現状となっている。 

コマツでは作業時チェックリストを使って手帳の有無、過

去の病歴や服薬歴を確認している。 

合理的配慮を受けるには本人の申し出が必要であるため

本人の自己理解と配慮を受ける姿勢が必要となる。支援

者が採用面接に同席して本人が説明したあとで補足する

こともある。 

Q: ハローワークで知る内容と実際の業務内容が違って

いてトラブルになることや、就職するまで実際の仕事が分

からないことはないか。 

A: 会社に見学と体験を求めており、断られる場合はエン

トリーをせずにトラブルに繋がらないようにしている。 

特別支援学校では実習を受けて成果を見てから内定が

出る。教員が実習先で業務内容を確認したり、できる作業

を説明したりする。 

Q: 大学 3 年の子どもに対して早めに就職の準備をした

いがハローワークでは学生は対象外と言われる。どこに相

談すればよいか。 

A: 数は多くないが大学生がアセスメントを受けられるとこ

ろもある。若者サポートステーションのほうが本人にとって

は行きやすいかもしれない。カウンセラーとのやり取りによ

って自己理解が深まることもある。          （小倉） 

第 15回 全国ＬＤ親の会フォーラム 
「発達障害者の就労支援の課題と合理的

配慮～安定して働き続けていくために」
～」 
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全国会員の子どもの構成調査                       （正会員 46団体の集計） 

 
 
データベース事業 
 

＜小学校＞

区分 男 女 計

小１ 30 9 39

小２ 54 13 67
小３ 78 17 95
小４ 69 19 88
小５ 95 21 116

小６ 103 28 131

計 429 107 536

＜中学校＞

区分 男 女 計

中１ 113 24 137
中２ 121 33 154
中３ 153 38 191
その他 0 0 0

計 387 95 482

＜高校相当＞

区分 男 女 計

高１（高専１年） 103 26 129
高２（高専２年） 96 35 131
高３（高専３年） 121 33 154
単位制高校 21 8 29
その他 2 2 4
就労・在宅等 2 0 2

高校相当計 345 104 449

＜小学校＞

種 別 人数 比率 前年対比

194 36.2% 4.9%
113 21.1% 14.1%
184 34.3% -17.9%
8 1.5% -27.3%
37 6.9% 76.2%

計 536 100.0% -0.7%

普通級(通級利用無し)

普通級(通級利用有り)

特別支援学級
特別支援学校

その他・不明

＜中学校＞

種 別 人数 比率 前年対比

212 44.0% -1.4%
51 10.6% -25.0%
171 35.5% -0.6%
13 2.7% -35.0%
0 0.0% -100.0%
1 0.2% -87.5%
34 7.1% 240.0%

計 482 100.0% -3.2%

普通級(通級利用有り)

特別支援学級
特別支援学校
フリースクール等
その他

不明

普通級(通級利用無し)

＜総括表＞

人　数 男女比

男 女 合計 区分比率 前年比 男 女

未就学 30 15 45 1.6% 50.0% 66.7% 33.3%

小学校 429 107 536 18.7% -2.7% 80.0% 20.0%

中学校 387 95 482 16.8% -4.4% 80.3% 19.7%

高校相当 345 104 449 15.7% -6.8% 76.8% 23.2%

高卒相当 1,077 276 1,353 47.2% 0.7% 79.6% 20.4%

合計 2,268 597 2,865 100.0% -1.5% 79.2% 20.8%

区分

＜高校卒業相当以上＞

区分 男 女 計

137 26 163
4 0 4

特別支援学校専攻科 0 0 0
55 23 78

就労(一般)(週20h以上) 157 24 181
就労(障害枠)(週20h以上) 313 74 387
就労(一般)(週20h未満) 19 6 25
就労(障害枠)(週20h未満) 15 10 25

15 4 19
52 9 61

就労継続支援　Ａ型 34 13 47
就労継続支援　Ｂ型 80 17 97

14 5 19
その他(高校在学） 26 9 35

在宅 101 39 140

不明 55 17 72

高校卒業相当計 1,077 276 1,353

授産･作業所

大学・短大
高等専門学校４年～

専門学校

職業訓練校・委託訓練

就労移行支援
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日 時 : 2016年11月19日（土）～20日（日） 

場 所 ： パシフィコ横浜（横浜市西区みなとみらい）   

大会テーマ ： 発達障害の子どもと家族 

―学習・行動・心の包括的理解と支援―    

大会長 ： 国立大学法人 お茶の水女子大学 篁 倫子 

申し込み：大会ホームページからの事前申し込みは8月末

で終了しました。当日会場の「親の会受付」で手続き後ご

参加下さい。 

○プレコングレス：11月18日（金） 18：30～20：30 

「今だからわかる・・・本当に必要な支援とは」というテーマ

で当事者・保護者・支援者のシンポジウムが一般公開され

ます（参加費無料）。 

 

●全国LD親の会企画シンポジウム 

テーマ ： 保護者との連携 

～合理的配慮をともに考える関係作り～ 

日時：11月19日（土） 16:00～17:30 

会場：413 

司会：東條裕志（NPO法人全国LD親の会） 

話題提供：山田充(堺市立日置荘小学校通級指導教室) 

話題提供：井上育世（NPO法人全国LD親の会） 

指定討論：梅田真理（宮城学院女子大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発達障害の子どもと家族への支援として、教育と医療・

福祉・保健・労働等との連携を図るには、子どもの状況を

ともに考えていける保護者との関係性の構築が大きなポイ

ントとなります。一人一人の障害の状態や教育的ニーズ

等に応じて決定される「合理的配慮」の内容についても、

ともに考えていける保護者との関係作りについて考えま

す。 

 

●親の会ポスター展示 

各会の様子をポスターにして展示するコーナーを今回

も設けることになりました。模造紙1枚（788mm×1091mm）

の大きさで、各会の特色ある活動をご紹介します。 

申し込みはパネル準備のため、既に締め切らせていた

だきました。多数会のエントリーありがとうございました。会

場へのポスター搬入、撤収にご協力をお願いします。 

      （担当：東京「けやき」） 

 

●親の会 懇親会 

日時：11月19日（土）18:30～ 

会場：中華レストラン「福琳酒家」  

11月3日までに各会で参加希望者を取りまとめてお申し

込みください。楽しいひと時をともにして、一層の親睦を

深めたいと願っています。  （担当：神奈川「にじの会」） 

＜高校生の状況＞

単位制以外 単位制高校
国・公立 私立 国・公立 私立 人数 人数

全日
制

定時
制

通信
制

全日
制

定時
制

通信
制

全日
制

定時
制

通信
制

全日
制

定時
制

通信
制

計 比率

普通科 63 11 5 95 2 27 10 3 4 14 0 22 256 53.4%
専門学科
(商業･工業･農業等)

21 0 0 14 0 0 1 1 0 1 0 0 38 7.9%

総合学科 6 0 0 3 0 0 1 0 0 0 0 0 10 2.1%
高等専門学校
 (1～3年)

0 3 3 0.6%

高等特別支援学校･
特別支援学校高等部

81 0 0 1 0 0 82 17.1%

高等専修学校 2 0 0 19 0 0 21 4.4%
専門学校 0 0 0 1 0 0 1 0.2%
フリースクール 0 0.0%
その他 7 1.5%
不明 31 6.5%

計 173 11 5 136 2 27 12 4 4 15 0 22 449 93.7%

人数 比率 人数 比率 人数 比率

国・公立 209 50.9% 単位制以外 354 86.1% 全日制 336 81.8%
私立 202 49.1% 単位制 57 13.9% 定時制 17 4.1%

通信制 58 14.1%

一般社団法人 日本ＬＤ学会第 25回大会（東京） 開催のお知らせ 
 
 
データベース事業 
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サポートツール全国キャラバン 
教材教具研修会 「発達障害がある子ども一人ひとりのニーズに応じた指導・支援の具体的方法」 

 

 

 

●2015 年度研修会のご報告 

 

 

 

 

＊日時： 2016年 1月 10日(日) 10:00～16:30 

＊会場：名古屋市高齢者就業支援センター5階大会議室 

＊参加者数：一般 85名 会員 9名 合計 94名 

＊主催：NPO法人全国ＬＤ親の会 

＊共催：あいちLD親の会かたつむり・あいち発達障害者 

    支援センター・名古屋市発達障害者支援センター 

    りんくす名古屋 

＊後援：愛知県教育委員会・名古屋市教育委員会・一般 

    社団法人日本ＬＤ学会・一般社団法人日本作業療 

    法士協会・一般社団法人愛知県作業療法士会・日 

    本感覚統合学会・愛知特別支援教育研究会・発達 

    OT ネットワーク＠ASI 

＊プログラム 

講演1 「発達障害のある子どもの特性に沿ったサポート 

   と教材の活用」～使い方で変わる教材の有効性～ 

講師：山田充氏 

 （特別支援教育士スーパーバイザー） 

講演2「作業の工夫で子どもたちを元気に！ 

    ～発達障害のある子どもたちに応じた 

             教材教具の工夫～」 

   講師:丹葉寛之氏 

    （藍野大学医療保健学部作業療法学科講師・ 

     大阪府作業療法士会発達部門代表） 

 

講演１では、山田先生から問題行動への対応や学習支

援について、具体的な事例を交え、アセスメントの重要性

と指導法を具体的に分かりやすくお話しいただきました。

講演２では、丹葉先生に作業療法士の立場から、姿勢の

保持などについて、子どもの困難さの背景や要因、具体

的な手立て（工夫）について説明していただきました。 

続いてワークショップでは、実際のお子さんのビデオ・

答案などの資料をもとに、様々な立場の参加者が課題や

支援方法について、グループで積極的に意見交換をしま

した。グループごとに発表後、先生方から専門的で具体

的な支援方法のアドバイスをいただき、支援者・保護者そ

れぞれにとって大変有意義な研修会になりました。 

「子どもの状態や困難さの原因を分析（アセスメント）す

ることの重要さを認識した。」「具体的な支援方法や教材も

たくさん知ることが出来、今後、実践してみたい。」「いろい

ろな視点から多角的な意見が出され、とても勉強になっ

た。」「子どもの実態からどんな手立てをするのか、一人で 

 

 

 

はなくグループ（チーム）を作って計画を立てていく大切

さを学んだ。」など、積極的な感想を多数いただきました。 

（多久島） 

 

●2016 年度研修会のご案内 

 

 

 

 

＊日時：2016年 9月 19日(月・祝) 10:00～16:30 

＊会場：岡崎市西部地域交流センター・やはぎかん 

＊参加費：一般 1,500円 (全国LD親の会会員1,000円） 

＊定員:150名 

＊主催：NPO法人全国ＬＤ親の会 

＊共催：あいち LD 親の会かたつむり・あいち発達障害者

支援センター・名古屋市発達障害者支援センター

りんくす名古屋 

＊後援：愛知県教育委員会・岡崎市教育委員会・一般社

団法人日本ＬＤ学会・愛知特別支援教育研究会・

一般社団法人日本作業療法士協会・一般社団法

人愛知県作業療法士会・日本感覚統合学会・発達

OTネットワーク＠ASI 

＊プログラム 

講演1 「発達障害のある子どもの特性に沿ったサポート 

   と教材の活用」～使い方で変わる教材の有効性～ 

講師：山田充氏 

講演2「作業の工夫で子どもたちを元気に！ 

    ～発達障害のある子どもたちに応じた 

             教材教具の工夫～」 

   講師:丹葉寛之氏 

（本講座は定員に達しましたので、既に申し込みを締め切

っています。） 

 

 

 

 

＊日時：2017年 2月 19日(日) 

＊会場：鳥取ふれあい会館5階講義室 

＊定員:120名 

＊主催：NPO法人全国ＬＤ親の会 

＊共催：困り感を抱える子を支援する親の会／らっきょう

の花 

申し込み方法等、詳細につきましては全国LD親の会

HPにてお知らせします。 

 

サポートツール全国キャラバン 2016 ｉｎ 岡崎 

教材教具研修会「発達障害がある子ども一人ひとりの 

    ニーズに応じた指導・支援の具体的方法」 

サポートツール全国キャラバン 2016 ｉｎ 鳥取 

教材教具研修会「発達障害がある子ども一人ひとりの 

    ニーズに応じた指導・支援の具体的方法」 

サポートツール全国キャラバン 2015 ｉｎ 名古屋 

教材教具研修会「発達障害がある子ども一人ひとりの 

   ニーズに応じた指導・支援の具体的方法」の開催 
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特別支援教育支援員養成事業 
 
 
データベース事業 
 

 

 

毎年、特別支援教育支援員養成講座を開催していま

すが、大変多くの方からお申込みいただいています。

2015 年度は、特別支援教育支援員養成講座 in 大阪、ボ

ランティア支援員養成講座in札幌、ボランティア支援員養

成講座 in北九州と、3か所で講座を開催することができま

した。 

 

●2015 年度報告 

ボランティア支援員養成講座 in 北九州      

◆日程：2016年 1月 10日（日）、11日（月・祝）  

◆会場：西日本工業大学 小倉キャンパス 303講義室 

◆共催：北九州LD等発達障害親の会「すばる」 

◆後援：福岡県教育委員会、北九州市教育委員会  

◆コース：ボランティア支援員コース 

講習：2日間（10科目/12.5時間）  

◆講師：特別支援教育士ＳＶを中心とした有資格者8名 

◆プログラム 

第 1日：2016年 1月 11日(土) 9:10～17:50 

 

第 2日：2016年 1月 12日(日) 9:00～16:50 

 

 

◆受講者：147名（修了 147名） 

◆受講生の属性 

・親の会会員18名（すばる、のこのこ、じゃんぷ） 

・一般 129名（支援員・学童指導員31名、大学生3名、 

デイサービス支援員27名、教員・OT・ＰＴ等 23名、 

保護者18名、子ども活動支援者16名、その他11名） 

◆受講者の感想より 

・実際に使用している道具や工夫物を見せていただき、

参考になった 

・家庭局から案内を頂いたので参加できました。学童保育

は学校とも家庭とも違う場で、また施設の運営方針、職員

のスキルも様々です。子どもへの支援を理解するよい機

会になったと思います 

・参加者が熱心でお互いに情報交換できた。講座内でも

そういう時間が欲しかった 

・今後、実践編のフォローアップ、学童に特化した講座な

ど定期的に開催して頂きたい 

・多くの支援員や学童指導員のかたが熱心に受講されて

いるのをみて希望を持ちました（保護者）。 

◆講座受講満足度 

「とても満足している」85%  「やや満足している」15％ 

  

 福岡県では平成

25-26 年度に福岡

市、27 年度には北

九州市で開催しま

した。3年間連続開

催したことで講座

の認知度が上がり、

参加者はこれまで

で最多の 147 名となりました。今後は九州ブロックの他の

地域での開催を検討していきたいと考えています。 

 

●2016 年度養成講座について 

特別支援教育支援員養成講座 in 大阪 

 昨年度に引き続き、今年度も下記内容で特別支援教育

支援員養成講座 in 大阪を開催します。定員を大きく上回

るお申込をいただきました。 

◆日程：2016年 8月 27日(土)～10月 29日（土）   

◆会場：大阪府立男女共同参画・青少年センター 

◆コース： 

・支援員コース［講習：5日間(20科目/28時間)］ 

・学習支援員コース［講習：7日間(26科目/39時間)］ 

◆講師： 

特別支援教育士ＳＶ中心の有資格者15名 

 科目 

 オリエンテーション 

1 

 

ボランティア支援員としての業務や心構え 

廣崎富士子氏(北九州市立小倉北特別支援学校) 

2 特別支援教育概論  

酒井 均氏（筑紫女学園大学） 

3 主な障害の特性の理解 

吉川 昌子氏（中村学園大学） 

4 学校・学級での支援の仕方、担任との連携 

樋口 陽子氏（北九州市立小倉南特別支援学校） 

5 保護者への対応 

大曲 千代子氏（北九州「すばる」） 

6 子どもへの対応の基本 

 苫廣 みさき氏(一般社団法人発達支援ルーム 

まなび) 

7 障がいのある子どもの心理 

 苫廣 みさき氏 

8 子どもの特性と対応方法 １ 

社会性・コミュニケーション・行動面の困難とサポート方法 

 日野 久美子氏（佐賀市立勧興小学校） 

9 子どもの特性と対応方法 2 

自立生活面・学校生活面での困難とサポート方法 

公文 眞由美氏（久留米市立南薫小学校） 

10 ワーク・ロールプレー・グループ討議 

 日野 久美子氏・公文 眞由美氏 
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第1日：2016年8月27日(土) 9:50～16:20 

 (支援員コース・学習支援員コース共通) 

 
第2日：2016年8月28日（日） 9：30～16：10 
 (支援員コース・学習支援員コース共通) 

 
第3日：2016年9月10日（土 ）9：30～16：40 
 (支援員コース・学習支援員コース共通) 

 

第 4日：2016年 9月 11日（日） 9：30～16：40 

 (支援員コース・学習支援員コース共通) 

 
第5日：2016年10月22日（土） 9：30～16：20 

 (支援員コース・学習支援員コース共通) 

 
第6日 2016年10月23日（日） 9：30～16：20 

 (学習支援員コース) 

 
第7日 2016年10月29日（土） 9：30～16：20 

(学習支援員コース) 

 オリエンテーション 

1 特別支援教育概論 

竹田契一氏（大阪教育大学名誉教授)  

2 特別支援教育支援員としての業務 

大谷和夫氏(子育てサポートＩdeCAT)  

3 特別支援教育支援員としての倫理・心構え 

大谷和夫氏(子育てサポートＩdeCAT)  

4 保護者への対応 

井上育世(NPO法人全国ＬＤ親の会） 

5 主な障害の特性の理解(1) 

知的、身体、視覚、聴覚 

樋口一宗氏(兵庫教育大学大学院) 

6 主な障害の特性の理解(2) 

LD、ADHD、自閉症、高機能広汎性発達障害 

樋口一宗氏(兵庫教育大学大学院) 

7 子どもへの対応の基本 

苫廣みさき氏（一般社団法人発達支援ルームまな

び） 

8 障害のある子どもの心理 

苫廣みさき氏（一般社団法人発達支援ルームまな

び） 

9 ペアレント・トレーニングの視点(1) 

米田和子氏（NPO法人ラヴィータ研究所・子ども発

達相談センター・リソース「和」） 

10 ペアレント・トレーニングの視点(2) 

米田和子氏（NPO法人ラヴィータ研究所・子ども発

達相談センター・リソース「和」） 

11 子どもの特性と対応方法(A)-⑥  聴覚障害 

森田雅子氏（大阪市教育委員会指導部インクルー

シブ教育推進室言語聴覚士） 

12 子どもの特性と対応方法(A)-⑦  視覚障害 

松下幹夫氏(元大阪府立視覚支援学校指導教諭・

歩行訓練士) 

13 子どもの特性と対応方法(A)-① 

自立生活面の困難とサポート方法 

松久眞実氏（プール学院大学） 

14 子どもの特性と対応方法(A)-② 

学校生活面での困難とサポート方法 

松久眞実氏（プール学院大学） 

15 子どもの特性と対応方法(A)-③ 

社会性・コミュニケーション・行動面の困難とサポ 

ート方法 

伊丹昌一氏(梅花女子大学)  

16 子どもの特性と対応方法(A)-④ 

行動面の困難とサポート方法 

ロールプレイイング、グループ討議 

伊丹昌一氏(梅花女子大学) 

17 学校・学級での支援の仕方・担任との連携の仕方 

小田浩伸氏(大阪大谷大学) 

18 子どもの特性と対応方法(A)-⑤ 

介護・介助の基礎、移動介助 

小田浩伸氏(大阪大谷大学) 

19 特別支援教育コーディネーターからのレクチャー 

今村佐智子氏(一般社団法人発達支援ルームまな

び、プール学院大学学生支援センター) 

20 現役支援員からのレクチャー・ワーク 

-  修了式(支援員コース) 

21 学習面の困難とサポート方法 １ 

 読み書きの困難とサポート方法 

村井敏宏氏（奈良県平群町立平群小学校) 

22 学習面の困難とサポート方法 2 

言葉(聞く、話す)の困難とサポート方法 

村井敏宏氏（奈良県平群町立平群小学校) 

23 学習面の困難とサポート方法 3 

算数の困難とサポート方法 ワーク 

栗本奈緒子氏（大阪医科大学LDセンター） 

24 子ども達に接するときのポイント 

西岡有香氏（大阪医科大学LDセンター） 

25 ロールプレイイング、グループ討議 

西岡有香氏（大阪医科大学LDセンター） 

26 

  

学習面の困難とサポート方法 4 

教材・教具の利用方法  ワーク 

山田充氏（堺市立日置荘小学校） 

-  修了式(学習支援員コース) 
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平成２９年度予算要望書を提出 
 

 

 

 

平成29年度の予算編成について、4月26日付で文部

科学大臣・厚生労働大臣あてに「平成 29 年度予算要望

書」を提出しました。 

 

平成 29年度 文部科学省関係予算要望事項 

＜予算要望事項＞     

１． 合理的配慮を確保しつつ、インクルーシブ教育シス

テムの充実の推進をはかること 

・合理的配慮を的確に行うための校内支援体制の整備 

・合理的配慮に関する相談窓口の明確化 

２． 教員の専門性の向上、教員への支援体制を整備す

ること 

３． 発達障害のある児童・生徒に対する個別の教育支援

計画の作成・活用・引継ぎを義務付けすること 

４． ＬＤ、ＡＤＨＤを対象とした通級教室の拡充 

５． 学習上の支援機器等教材の活用促進 

・学習上の困難を軽減するための、支援機器等教材

の開発促進 

６． 早期からの教育相談・支援体制を整備すること 

７． 後期中等教育における発達障害のある生徒に対す

る支援体制を強化すること 

８． 大学等の高等教育における発達障害のある学生に

対する支援体制を整備すること 

・発達障害のある学生に対する自立・社会参加に向け

たキャリア教育、就労支援体制の整備と充実 

９． 学校外の人材・資源・資格等の活用を推進すること 

･特別支援教育支援員の配置拡充、資質確保・研修

の充実、体制整備による支援の充実 

１０． 発達障害の特性に応じた災害時の支援対策を整

備・周知すること 

＜中長期的な要望＞ 

1. 特別支援教室構想について、インクルーシブ教育シ

ステム構築の中で検討を行うこと 

2. 学習面の困難に対する取り組みを強化すること 

・教科学習についての指導・支援方法に関する研究

の推進 

3. ＬＤ、ディスレクシア等の視覚認知等に困難を持つ

発達障害者が、個々の特性に合わせ多様な手段・

手法・技術によりバリアフリー化された図書や教科書

を無償かつ容易に利用できるよう、各種の支援手

段・技術の開発、普及に取り組むこと 

4. 発達障害に対する社会的理解の向上に取り組むこと 

・一般の児童・生徒の理解啓発、ＰＴＡ活動等を利用

した一般保護者向け啓発活動の推進 

 

 

 

 

平成29年度 厚生労働省関係予算要望事項 

【厚生関係】 

＜予算要望事項＞     

1. 身近な地域での発達障害児者およびその家族に対す

る支援を推進すること 

・早期発見・早期発達支援事業の拡充（療育機関の増

設、二次障害の予防・改善） 

2. 発達障害者支援センター事業を拡充すること（地域支

援機能の強化） 

3. 乳幼児から成人までの発達障害に対応できる医療

機関を拡充すること 

4. 発達障害者に対する情報支援体制の整備を拡充する

こと （意思疎通支援・合理的配慮の提供） 

5. 発達障害の特性に応じた災害時の支援対策の整備・

周知 

6. 発達障害に対する理解、啓発を促進すること 

・国民全般の障害に対する理解を促進すること（差別・

社会的偏見をなくす） 

＜中長期的な要望＞ 

1.  発達障害をふくめ、障害者の所得保障制度を拡充す

ること 

2． 長期的な展望に立った発達障害支援の専門的人材

の育成と、専門職の位置づけを明確化すること 

 

【労働関係】 

＜予算要望事項＞     

1. 地域障害者職業センターにおいて、障害者手帳を

保持していない発達障害者について、雇用対策上

の「判定」の導入を進めること 

2. 発達障害者に対する相談体制の整備と多様かつ効

果的な職業訓練、職場実習制度を充実すること 

3. 地域における障害者の職業能力開発および職業訓

練を強化すること 

4. 発達障害者の雇用を促進すること 

5. 公的機関における発達障害者の雇用を促進すること 

6. 雇用・就業関係機関職員や事業所に対する発達障

害関係の研修を充実すること 

7. 障害者就業・生活支援センター事業を拡充すること 

8. 継続して働き続けるための支援を充実すること 

＜中長期的な要望＞ 

1. 労働・雇用分野での障害を理由とする差別の禁止、

職場における合理的配慮の提供を確保するため、

発達障害の特性を考慮に入れ必要な措置を推進す

ること 

2. 発達障害をふくめ、障害者の賃金水準を向上させる

こと 
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一般社団法人 日本発達障害ネットワーク （ＪＤＤｎｅｔ）より 
 

 

全国特別支援教育推進連盟 より 
 

 

 

 

日本発達障害ネットワーク（JDDnet）は、発達障害の

「センターオブセンター」の機能を担っています。具体的

に言えば、各党・議員連盟や各省庁、マスコミ等が発達障

害について意見を求める際に、まずJDDnetに声をかける

ことが多いのです。もちろん、発達障害者支援法の改正

や障害者差別解消法の合理的配慮についてのヒアリング

には、全国 LD 親の会も参加して意見を述べてきたので

すが、１団体だけの場合は、JDDnet が代表して意見を伝

えることが多いのです。様々な会議に参加を要請されるた

め、2016年度から、理事長の他に副理事長を7名（在京3

名）とし、正副理事長計8名の体制にしました。 

全国 LD 親の会は、単独で文部科学省や厚生労働省

に予算要望書を提出していますが、他団体と合わせて要

望するため、JDDnet にも文部科学省や厚生労働省宛の

要望を出しています。 

JDDnetが 2016年度から正式に行う事業が「認証事業」

です。現在、放課後等デイサービスを行う事業所が各地

にたくさんできています。障害のある子どもを放課後等に

預かってくれるサービスなのですが、障害についての知

識無しに参入する業者も多いようです。JDDnet が始める

認証事業は、これらの事業者が「発達障害を理解して対 

 

 

 

「全国特別支援教育推進連盟」は、特別支援教育の振

興と更なる充実を求め、加盟団体が連携し活動していま

す。加盟団体は、全国特別支援学校長会、全国特別支援

学級設置学校長協会、全国盲学校ＰＴＡ連合会、全国聾

学校ＰＴＡ連合会、全国特別支援学校知的障害教育校Ｐ

ＴＡ連合会、全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会、

全国病弱虚弱教育学校ＰＴＡ連合会、日本肢体不自由児

協会、全国肢体不自由児・者父母の会連合会、全国重症

心身障害児（者）を守る会、全国視覚障害児（者）親の会、

全国聴覚障害者親の会連合会、全国病弱・障害児の教

育推進連合会、盲ろうの子とその家族の会ふうわ、日本自

閉症協会、全国手をつなぐ育成会連合会、全国病弱・障

害児の教育推進連合会（日本てんかん協会、 日本筋ジ

ストロフィー協会、 全国ことばを育む会、全国心臓病の子

どもを守る会）、全国ＬＤ親の会の17団体です。全国LD親

の会は、昨年度より、連盟の常任理事を務めています。

（任期2年） 

 

7 月 5 日に第 2 回理事会が開催され、文科省特別支援

教育課 専門官より、高等学校における通級による指導

の導入（平成30年度から制度化の予定）について説明が 

 

 

応できるか」について認定基準を決めて実施します。また

従業員向けの講習用教材を作って研修を行い、支援者

の資質を高めることも行います。2016年度は、東京を中心

に開始し、順次、全国に展開する予定です。 

もう一つ、JDDnet が昨年度から力を入れているのが、地

方組織「都道府県ネットワーク」との連携です。これまで

「JDDnet○○（○○は都道府県名）」の設立を進めてきま

したが、その位置づけがはっきりしていませんでした。今

後の JDDnet の活動を強化するために、「都道府県ネット

ワーク：JDDnet○○」の位置づけを明確にし、「JDDnet○

○」がある地域でセミナーなどを実施していきます。（2016

年度は長野、鹿児島、福井） 

JDDnet の活動の中で、発達障害に対する理解啓発活

動は最重要課題のひとつです。理解啓発を全国的に進

めていくためにも「JDDnet○○」を各地で立ち上げ、連携

していくことを目指しています。最近は、職能団体も他の

職能団体との連携に力を入れていますので、親の会だけ

で「JDDnet○○」を立ち上げるよりハードルが下がってき

ているようです。興味のある会は、JDDnet にご連絡くださ

い。活動の幅が広がるかもしれません。 

                            （東條） 

 

 

 

ありました。あわせて、共生社会に向けたインクルーシブ

教育システムの構築のため、特別支援教育の新たな方向

性も示されました。 

また、推進連盟では毎年、加盟団体の要望事項を集約

し、文部科学省・厚生労働省に要望書を提出しています。

理事会でも、各団体の要望事項のポイントについて、情

報交換を行いました。  

3.  

4.  

5.  

6.  

7.  

8.  

9.  

10.  

 

今年度から「障害者差別解消法」の施行により、合理的

配慮が義務化されました。障害への差別・偏見がなくなる

よう、当事者団体の役割はますます大きくなっています。

全国 LD 親の会も他団体と連携を深め、発達障害への理

解・支援がいっそう進むよう努めてまいります。 （多久島） 

☆☆今年度の事業計画☆☆ 

① 第 39 回全国特別支援教育振興協議会の開催 

平成 28年 12月 2 日（金） 

国立オリンピック記念青少年総合センター 

② 特別支援教育コーディネーター養成講座の開催 

応用コース 平成 28年 7月 27（水）・28 日（木） 

専門コース 平成 28年 8月 4（木）・5 日（金） 

③ 理解啓発冊子・書籍の発行 
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東京東部 「学び方の違う子の親の会 ルピナス」設立総会＆記念講演会 
 

 

 

 

＊＊＊ルピナス記念講演会＊＊＊ 

発達が気になる子どもたちの支援教育を考える 

―新しい特別支援教育の展開のなかで― 

日 時：2016年 2月 20日（土） 14時～16時 

会 場：タワーホール船堀 （東京江戸川区船堀） 

講 師：上野一彦先生 

事前申し込みではキャンセル待ちもあり、会場は満席

に近い77名の参加と大変盛況でした。全国LD親の会事

務局はじめ東京の親の会「けやき」と「にんじん村」からも

お手伝いとして参加して頂きました。   

上野先生は東京に 3 つめの親の会が生まれようとして

いることを喜んでくださり、講師を快く引き受けてください

ました。上野先生の力強い具体的な内容のお話を聴いた

参加者の皆さんは感激され、多くの気づきを持ち帰られま

した。設立総会に向けて、ルピナスの皆さんの気持ちがさ

らにまとまったように感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ルピナス設立総会 

3月27日（土）にタワーホール船堀にて、設立総会を行

いました。会員16名のうち10名が出席し、会則、議案書、

今年度活動計画、予算案を確認後、役員を拍手で承認し

ました。また今後講演会等にお呼びしたい先生、お薦め

の病院、療育機関、通級利用や個別支援計画のお願い

の仕方などについて話し合い、交流しました。同時に全国

LD親の会の加盟手続きも完了しました。 

○その後の活動 

4 月 16日茶話会、 5月 14日ルピナス勉強会「保護者

の体験談」、7 月 30 日茶話会と着実に活動を進めていま

す。また、今年度（6/18・19）の全国 LD 親の会総会・研修

会・公開フォーラムに初めて出席された皆さんから次のよ

うな感想をお聞きしました。「ルピナスを温かく迎えてくだ

さりありがとうございます。」「研修会が凄くためになった。」

「就労のお話は初めてで、考えさせられた。困難はあるけ

れど、自己理解と障害理解を深めたい。」 

フェイスブックでの情報発信や支援の IT 機器を使いこ

なしていて、現代の新しいスタイルの親の会が誕生したこ

とをまぶしく感じます。会員減少や役員世代交代が悩みと

いう話を聞くなかで、本当に嬉しいことです。私たちも刺

激を受けています。一緒に歩んで行きましょう。  （梶山） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九州ブロック便り 

大分県発達支援親の会じゃんぷ 「設立3年を振り返って」 全国LD親の会のお力添えで空白県だった大分

に親の会ができて3年が過ぎました。当初は活動も手探りで、大分県認定の発達障がい者支援専門員ＳＶの先生方に

毎回来ていただいて相談会や勉強会をしていました。現在は設立当時からの会員の子どもたちは高校進学や就労を

経験し、内容がより「自立」に向けたことに移ってきています。ただ最近、LDの診断を受けた年少の子どもさんの保護

者からの問い合わせが増えたため、また「学習」についてなどへ見直しています。今年度は新たな取り組みとして2ヶ

月に1度の定例会と、定例会のない月には一般向けに無料お話会を会員の協力を得て行う予定です。支援を受ける

機会の少ない通級や、支援学級所属ではない子どもさんの保護者の方の困り感に寄り添いたいと思っています。 

 

くまもと発達支援親の会めだか 「震災を体験して」 4月14日の震度7の前震、続く16日にも震度７の本震と

2 度の大きな地震を体験しました。突然の揺れに立つこともできず、地震が収まって辺りを見渡すと、壁紙が裂け、食

器類は割れ、物が散乱した状態でした。避難所生活は発達障がいのある子や高齢者を抱えていては断念せざるを得

ず、余震に怯えながら家で生活するケースもありました。学校は約２週間休みになり、聴覚優位な子ども達は落ち着か

ず、ちょっとした音や揺れに敏感になりました。そんな時、西日本新聞を通して当会に調音パネルを無償提供して下さ

るメーカー、AURAL SONIC 社と出会いました。避難所で周りの雑音を遮断した空間を作る事ができ、安定した生活を

送れました。避難所閉鎖後、教育委員会から提案があり、支援学級でそのパネルを試用中です。またこの震災で支援

制度の枠組みに入っていない発達障がいの方に相談の場がないことも問題になりました。緊急的にSNSで呼びかけ、

相談の場を立ち上げるという例もありましたが、一部地域で設置されているコミュニティソーシャルワーカー（CSW）のよ

うな制度があれば、既存の福祉サービスだけでは対応困難なケースも円滑に解決できるのではと感じました。 

震災後、たくさんの方々のご支援を頂きました。総会翌日の全国 LD 親の会フォーラムでも義援金を呼び掛けて頂

き、とても勇気づけられました。皆様の温かいお気持ちにこの場をお借りし、お礼申し上げます。                                      

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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●ＮＰＯ法人全国ＬＤ親の会 活動報告 

12月 16日 文部科学省 発達障害に関する体制整備のガイドラインについてのヒアリング（斗内沢） 

1 月 10日 サポートツール全国キャラバン 2015「教材教具研修会」in名古屋（多久島） 

1 月 10・11日 ボランティア支援員養成講座（北九州）（梅野・奥野） 

1 月 18日 ＪＤＤnet に発達障害者の金融機関利用について意見提出 

1月 25日 全国特別支援教育推進連盟第4回常任理事会（多久島） 

2 月 4日 特別支援教育ネットワーク推進委員会(東條) 

2 月 5日 全国特別支援教育推進連盟第4回理事会（三輪） 

2 月 20日 学び方の違う子の親の会ルピナス講演会（三輪・増田） 

3 月 24日 全国特別支援教育推進連盟へ年報原稿送付（多久島） 

3 月 27日 JDDnet 理事会（東條） 

4 月 22日 JDDnet 2016年度各省庁宛に提出する『政策提言（案）』に要望提出        

4 月 26日 文部科学省・厚生労働省へ平成29年度予算要望送付 

4月 26日 全国特別支援教育推進連盟第1回常任理事会（多久島） 

5 月 5日 第 28回理事会（みなし決議） 

5 月 8日 2015年度事業監査（丹藤・内藤） 

5 月 13日 全国特別支援教育推進連盟第1回理事会（三輪） 

5 月 14日 JDDnet 理事会（東條） 

5 月 27日 第 5回 JD総会（井上） 

6 月 1日 全国特別支援教育推進連盟臨時常任理事会（多久島） 

6 月 18日 NPO法人全国LD親の会 第 9回総会、青年の交流会、研修会、懇親会 

6月 18日 第 22回評議員会、第29回理事会 

6月 19日 NPO法人全国LD親の会第15回公開フォーラム（オリンピック青少年センター） 

6 月 19日 JDDnet 代議員会総会・理事会（公開フォーラムと重なったので、総会は委任状提出、理事会は欠席） 

6 月 22日 全国特別支援教育推進連盟へ文部科学省・厚生労働省平成29年度予算要望提出 

6月 28日 全国特別支援教育推進連盟第2回常任理事会（多久島） 

6 月 28日 東京都に平成27年度の活動報告書提出 

7月 5日 全国特別支援教育推進連盟第2回理事会（梶山） 

7 月 13日 全国特別支援教育推進連盟臨時常任理事会（多久島） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●第 28回理事会報告 

日 時：2016年 5月 5日（木・祝） 17：00-19：00 

出席者：井上育世、梅野真澄、多久島睦美、東條裕志 

[審議事項] 

 1 .平成 28年度の活動方針及び予算を全員一致で承認した。 

 2 .第 9回総会に付議する平成27年度事業報告（案）・決算報告（案）、 

平成28年度役員（案）を全員一致で承認した。 

●第 29回理事会報告 

日 時：2016年 6月 18日（土） 20：30-21：00 

出席者：井上育世、梅野真澄、多久島睦美、東條裕志 

[審議事項] 

 1 .第 22回評議員会における審議結果の承認：第22回評議員会における 

審議結果を審議し、全員一致で承認した。 

 

 


